A ま意 


プラズマテレビ/液晶テレビ共通項目^ 


■本機の通風孔をふさがないでください 

容卜呼 

内部に熱びこわり、火災や故障の原因となること 

■接続ケーブルの処理は確実に巧って 
<ださい 

〇 

ケーブルを壁面に挟んだり、無理に曲げたり、ねじ 
ったりされますと、お線の露出、ショート、断線によ 
り、火災•感電の原因となることびあります。 

びありますので次の点【しご注意ください。 

•本機は上面、左ち、後面は1日 cmiU 上の間隔を 
おいて据えつけてください。 

また、据置さスタンド使用時は本機下面と床面 
との空間を而さびないでください。ただし、壁掛 
金具使用時は対応する工事説明書に従って < だ 
さい。 

•押し入れ、本箱などの風通しの悪い狭い所に押 
し込まないでください。 

♦テーブルク□スを掛けたり、じゅうたんや、布団 
の上に置かないでください。 

•あお向けや、横倒し、逆さまにしないでください。 

■移動させる場合は、接続線をはずして 
<ださい 

〇 

コードや本機び損傷し、火災•感電の原因となること 
びあります。 

• 電源プラグやアンテナ線、電話線、機器間の接 
続線や転倒•落下防止具をはずしたことを確認 
のラえ、行ってください。 

• 開捆や持ち運びは2人上で行ってください。 

■ディスプレイパネルは、ガラスででさて 

■接続ケーブルを引っぱったり、ひっかけた 

いまずので、強い力や衝撃を加えないで 

りしないで<ださい 

<ださい 



0 

禁止 

禁止 




倒れたり、落ちたりしてけびの原因となることび 

ガラスび割れて、けびの原因となることびありま 

あ0ます。 

す。 

• 特にお子様にはご注意<ださい。 
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A ま意 


プラズマテレビ/液晶テレビ共通項目^ 


■本機に付属している転倒•落下防止部品を 
利用し、本機を固定してください 


■湿気やほこりの多い所、油煙や湯気が 
当たるような所に置かないでください 



地震やおテ様びよじ登ったりすると、転倒しけびの 
原因となることびあります。 

• 転倒•落下防止は、サブガイド23ページ参照。 



調理台や加湿器のそばなど火災•感電の原因と 
なることびあります。 


お手入れ I しついて 


■通風孔に付着したほこりやゴミをこまめに 
取り除いてください 

内部の掃除は販売店に都合がつかない 
場台はサブガイド日8ぺージの連絡先)に 
依頼してください 

A 


■お手入れの際は、安全のため電源プラグ 
をコンセントか!5抜いてください 

运 

電源プラグ 
を抜く 

感電の原因となることびあります。 



内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしない 
と火災や故障の原因となることびあります。湿気の 
多くなる梅雨時の前に行うと、より効果的です。 
なお、内部掃除費用については販売店または、サブ 
ガイド日8ぺージの連絡先にご相談ください。 


アンテナについて 


■アンテナエ事には、技術と経験が必要でず 


A 


販売店にご相談 < ださい。 

• 送配電線から離れた場所に設置してください。アンテナび倒れた場合、感電の原因となることびあります。 
•目 s‘cs 放送受信用のアンテナは強風の影響を受けやすいのでしっかり取り付けてください。 


プラズマテレビ対象項目 


■付属の据置きスタンドは本機 m 外には 
使用しないでください 


0 

禁止 


倒れたり、破損してけびの原因となることびあり 
ます。 


■運搬や移動をずる場台は、指定した個所 
を保持して行ってください 


〇 



落下してけびの原因となることびあります。 


■組み立て時、ねじ止めをずる箇所は、 
ずべてしつかりと止めてください 


〇 


■テレビ本体を左ちいっぱいに回輯しても、 
据置きスタンドがテレビ台などか！5はみ 
出さないように設置し、回転範囲内に手 
や物を置かないで<ださい 


不十分な組み立てかたをすると強度び保てず、倒 
れたり破損してけがの原因となることびあります。 


〇 


■本機と据置きスタンドの取り付け、取り外 
しは2人上で行ってください 


落下や指づめなどのけびの原因となることびあり 

ON 9 0 


0 


本機び落下してけがの原因となることびあります。 


ビエラ 



(イラスト： TH - P 50 R ]) 


Panasonic 

取扱説明書(安全上のご注意) 

地上 • BS • 110度 CS デジタル八イビジョンプラズマテレビ 
地上 • BS • 110度 CS デジタル八イビジョン液晶テレビ 

R1 シリーズ 


安全上のご注意 G 必ずお守りください1 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


■誤った使い方をしたときに生じるち害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 警告 

A 注意 


「死 t や重傷を負うおそれびある内容」です。 


「傷害を負うことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です) 


0 〇 A 


してはいけない 
内容です。 


実行しなければならない 
内容です。 


気をつけていただく 
内容です。 


• ご使用前に r 安全上のごを意」をお読みのラえ、大切に保管して < ださい。 

• 別冊の r サブガイド」および r かんたんガイド」腊続ガイド」をよくお読みのうえ、正しく安全にお使い 
<ださい。 

• この r 安全上のご注意」は下記の機種で共用しています。 

品番： TH - P 50 R 1 / TH - P 46 R 1 / TH - P が R 1 / TH - L 37 R 1 / TH - L 3 SR 1 
• この説明書のイラストは、各機種共用のイメージであり、実際とは細部び異なります。 


TQBA0686 
















































































A 警告 


プラズマテレビ/液晶テレビ共通項目ぶ 


プラズマテレビ/液晶テレビ共通項目^ 


異常.故障時には直ちに使用を中止してください 


■故障(画面が映！5ない、音が出ないなど)や■内部に異物や水などの液体が入ったり、 
煙が出ている、へんな臭いや音がした!5 本機を落としたり、キャビネットが破損 

電源プラグを抜く！ した！5、電源プラグを抜く！ 



そのまま使用すると乂災-感電の原因となります。 


•すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店に修理を 
ご依頼ください。 

•お客様による修理は危険ですから、おやめください。 

• 電源プラグは容易に手び届く位置の電源コンセントをご使用ください。 


■上に水などの液体の入った容器を 
置かないでください 



水などの液体びこぼれたり、中に入った場合、 火災. 
感電の原因となります。 

f 花びん、植木鉢、コッス化粧品、薬品や水などの 
\液体の入った容器 j 


■風呂場、シャワー室では使用しないで 
<ださい 

水場使用禁止 


■異物を入れないでください 


容，，口 

通風孔などから内部に金属類や燃えやすいわの 
などを差し込んだり、落とし込んだりしないで 
ください。 

乂災•感電の原因となります。 

• 特にお子様にはご注意 < ださい。 


■雷が鳴りだした！5アンテナ線や本機には 
触れないでください 

接触禁止 




■不安定な場所に置かないでください 

0 

禁止 

ぐらついた台の上や傾いた所など倒れたり、 
落ちたりしてけびの原因となります。 

■め!5したりしないで < ださい 



水めれ禁止 ^ 

乂災•感電の原因となります。 


■メモリーカードは、乳幼巧の手の届 < 所に 
置かないで<ださい 

0 

禁止 

誤って飲み込む恐れびあります。 

• 万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに 
医師にご相談ください。 


■壁掛け工事は、工事専門業者にご依頼 
<ださい 

〇 

工事び不完全ですと、死じけびの原因となります。 
♦指定の取り付け金具をご使用ください。 




■裏ぶた、=^"ャビネット、カノ く一を外したり、 
本機を改造しないでください 

分解禁止 



高圧注意 

A 

ヴービスマン1^(外のちは、裏ぶたを 

あけないで < ださい。 

/ 夕 \ 

内部には高電圧部分び数多 < あり、 


万一さわると危険です。 


内部には電圧の高い部分びあり、火災•感電の 「本体に表示した事項」 

原因となります。 


•内部の点検•調整•修理は販売店にご依頼 < ださい。 


火災•感電の原因となります。 


感電の原因となります。 


プラズマテレビ/液晶テレビ共通項目 


A 注意 

プラズマテレビ/液晶テレビ共通項目， 


電源コードについて 


■電源コード-プラグを破損するようなことは 
しないで<ださい 


■電源プラグは根元まで確実に差し込んで 
<ださい 


I 傷つける、加工する、熱器具におづける、無理に"\ 
巧げる、ねじる、弓 I つ張る、重い物を載せる、束ね 
\るなど ノ 


0 

禁止 

傷んだまま使用すると、感電•ショート乂災の原因 
となります。 

• コードやプラグの修理は、販売店にご依頼 
ください。 



■電源プラグのほこり等は定期的に 
取り除いてください 



プラグにほこり等びたまると、湿気等で絶縁不良と 
なり乂災の原因となります。 


• 電源プラグを抜さ、乾いた布で拭いてください。 


© 軟 

差し込みび不完全ですと、感電や発熱による火災 
の原因となります。 

参傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは使用しない 
で < ださい。 


■めれた手で、電源プラグの抜き差しは 
しないで<ださい 



■コンセントや配線器具の定格を超える 
使い方や、交流100 V1U 外での使用は 
しないで<ださい 

0 

禁止 


たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による火災 
の原因となります。 


プラズマテレビ対象項目 


■電源コードは本機に付属のもの仪外は 
使用しないでください 

0 

禁止 

火災•感電の原因となります。 


■電源プラグを抜くときは、プラグを持って 
抜いてください 


■長期間ご使用にな!5ないときは電源プラ 
グをコンセントか!5抜いてください 



コードを弓 I っぱると、コードび破損し、感量 シヨー ト 
火災の原因となることびあります。 


■電池を入れるときには、極性表示 
(プラス@とマイナス©の向き)に注意 
して<ださい 

A 


電源プラグにほこりびたまり火災•感電の原因と 
なることびあります。 


■新しい電池と古い電池を混ぜたり、 

指定 m 外の電池を使用しないでください 

0 

禁止 


機器の表示通り正しく入れてください。 

間違えますと電池の破裂、液われにより、乂災•けび 
や周囲を巧損する原因となることびあります。 


間違えますと電池の破裂、液われにより、乂災•けび 
や周囲を巧損する原因となることびあります。 


■本機に乗ったり、ぶ!5さがったりしないで ■上に物を置かないでください 



倒れたり、こわれたりしてけびの原因となることび 倒れたり、落下したりして、けがの原因となること 

あります。 があります。 


• 特にお子様にはご注意ください。 

■脚立を立てかけるなどしないでください 


■移動させる場合は、衝撃を与えないで 
<ださい 


0 

禁止 

落下してけびの原因となることびあります。 


0 

禁止 

本機び損傷し、乂災•感電の原因となることび 
あ0ます。 





















































































































